
令和５年度 函館市町会活性化モデル事業

町会運営等にかかる役員等の負担軽減

および他団体との連携の取組み
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主な内容
1. 深駒町会の現状と課題

2. 課題解決に向けた取組みⅠ
・町会員アンケート調査

3. 課題解決に向けた取組みⅡ
・町連加盟各町会等アンケート調査

4. ２つのアンケート調査結果を踏まえた負担軽減策

5. 深駒夏まつり開催までの主な経緯

6. 深駒夏まつりの風景

7. 他団体との連携と町会活性化

8. 深駒夏まつりの経験を他の町会活動に繋げる

令和５年７月10日 第3回企画会議
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1.深駒町会の現状と課題

※平成23年と令和5年を比較 13年間で180人減少

深駒町会(令和5年8月現在)

認定世帯数：1,312世帯

加入世帯： 641世帯
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1.深駒町会の現状と課題

町会活動の主な特徴

・60歳代も多く参加

・役員が担当の範囲を超えて助勢

・大型行事には役員全員が参加

・良き伝統を継承と時代の変化に
対応した改革・改善の推進

・加入世帯数の減少

・役員の高齢化と固定化

・財源不足

・若者世代の参加が少ない

・平成30年4月：組織の改編 (専門部を8部から6部に縮小)

・平成30年11月：港まつり検討委員会発足
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2.課題解決に向けた取組みⅠ

＜町会員アンケート調査＞

・目的：「港まつり」等の大型行事のあり方について中長期的視点から

・方法：町会加入の全世帯(641世帯)に町会だより6月号の回覧板に

･ 実施時期：6月1日から19日

・内容：港まつり等の大型行事についての意識調査、町会活動への参加

・回答数等：237世帯 回答率 約37％

検討し、持続可能な町会活動として次世代に引き継ぐため。

調査票を添付。

状況、役員就任の可否等を調査。
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2.課題解決に向けた取組みⅠ
＜町会員アンケート結果＞

・港まつりについては、見直し票に対し、現状維持を求める票が
多かったものの、一定数の見直し票があった。

・新たに参加してもよい活動ー防災、児童見守り、清掃活動 (上位3位まで)

・役員等へ就任可能 9名

・行事に関する意見（6件）・町会費集金に関する意見（7件）・
デジタル化に関する意見（3件）

・負担軽減、協力体制、情報発信、
加入促進に関する意見（各4件）
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3.課題解決に向けた取組みⅡ

＜町連加盟の各町会等アンケート調査＞

・目的：町会が主催する港まつり・盆踊り等の大型行事について町会
運営面での負担軽減の観点から見直しを検討するため。

・方法：町連加盟の町会等(174団体)に郵送し、返信用封筒で回答を
求めた。

・実施時期：6月1日から12日

・内容 ：港まつり等の大型行事についての見直しの有無および理由等を
調査。

・回答数等：132町会等 回答率 約75％
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3.課題解決に向けた取組みⅡ

＜町連加盟の各町会等アンケート結果＞

・大型行事の見直しをした町会が51％という結果

・見直した理由

✧ 役員の負担が大きい、参加者が減少、
高齢化による役員のなり手不足（上位3位まで）

✧ 会場手伝いの9割が高齢者

✧ やぐら設営は高所作業で危険

✧ コロナ禍による見直し
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4.2つのアンケート調査結果を踏まえた負担軽減策

港まつり 深駒夏まつり
・開催期間：毎年8月上旬の3日間

・実行委員：延べ約90人（約30人×3日間）

・開催場所：競馬場駐車場（土日不可）

・予算：約60万円

・雨天の場合：中止

・やぐら組み立て/電気配線：業者依頼

・提灯・やぐら看板設置等高所作業：町会員

・開催期間：1日（数時間）

・実行委員：26人

・開催場所：町会館・近隣駐車場

・予算：約20万円

・雨天の場合：実施可能（町会館内）

・やぐら組み立て/電気配線：なし

・提灯/やぐら看板設置等高所作業：なし

・小中学生がボランティアとして参加

9

5.深駒夏まつり開催までの主な経緯

・5月24日 実行委員会発足 実行委員：役員、一部区長等 26名

・6月 1日 実行委員間の情報共有 ～企画会議レター（全5回）発行～

・6月12日 町会活性化モデル事業講座に参加 テーマ：町会員数減少に伴う対策

○企画会議（6月26日～8月7日まで 5回開催）
✧担当者の得意分野を生かした役割分担
✧4つの分科会(運営・会場・催事～子供縁日・屋台)で具体的企画

✧全体会議で報告・修正

○｢函館市地域包括支援センターゆのかわ｣との連携

✧地域コーディネーターによる小中学生ボランティアの参加支援活動

10



5.深駒夏まつり開催までの主な経緯

・7月15日 実行委員で町会区域内の全戸(約1,300戸)に

夏まつりチラシ（A4）版を配布

・7月30日 東山町会主催の「ふれあい夏まつり」見学 ※運営面での情報交換

・8月11日 深駒夏まつり開催

一般来場者 231人

スタッフ 約50人

（うち小学児童：6人 中学生徒：19人）
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6.深駒夏まつりの風景

オープニング前スタッフ集合 13

6.深駒夏まつりの風景

千本引き 14



6.深駒夏まつりの風景

メケさん「シャボン玉魔法ショー」 15

6.深駒夏まつりの風景

輪投げ 16



6.深駒夏まつりの風景

ポニー展示 17

6.深駒夏まつりの風景

ポニー展示 18



6.深駒夏まつりの風景

会場内アンケート調査 19

6.深駒夏まつりの風景

屋台 20



6.深駒夏まつりの風景

ヨーヨーつり 21

6.深駒夏まつりの風景

お菓子まき 22



6.深駒夏まつりの風景

お菓子まき 23

6.深駒夏まつりの風景

小中学生ボランティア 24



7.他団体との連携と町会活性化

●他団体との連携

・地域包括支援センターゆのかわ ・深堀中学校 ・深堀小学校 ・駒場小学校
・函館競馬場など

●連携の成果
・新たな知識や情報、アイデアの発見、マンパワーとしての協力の確保と連帯感
の構築
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深駒町会

地域包括支
援センター
ゆのかわ

富田病院等

の医療機関

（賛助会員）
近隣町会

函館競馬場

（賛助会員）

深堀・駒場小学
校 深堀中学校

函館聾学校

地元企業

（賛助会員）

・学校と地域を結ぶ地域コーディ
ネーターとの連携強化

・児童・生徒側
ボランティア活動・地域への愛着
やコミュニティーの必要性の理解
に繋がった

・町会側
児童や生徒との交流、役員の活動
意欲向上に繋がった

・イベントの成果を役員同士での共
有と協力体制の確立

・子どもや若い世代の参加
・役員が楽しみながらイベントに参加

8.深駒夏まつりの経験を他の町会活動に繋げる
＜深駒町会防災大運動会＞

・実施日：10月1日（日）・場 所：駒場小学校体育館
・参加者：ボランティア：深堀小学校、駒場小学校、深堀中学校の児童・生徒

（計13人）と保護者
・連携組織：函館市地域包括支援センターゆのかわ、函館東消防署、

自衛隊函館地方協力本部
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8.深駒夏まつりの経験を他の町会活動に繋げる
＜全市一斉のクリーン作戦＞

・実施日：10月15日（日）
・参加者：深堀中学校の生徒6人や賛助会員、

町会員を含めて計55人が清掃活動をした。
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